
東京都の姉妹友好都市
中国　北京市

ネットワーク東京

N etwork
Tokyo

https://www.tokyo-bm.or.jp/

2022年（令和4年）2月1日（毎月1日発行）第589号

2 2022
Vol.589

特 集

「二酸化炭素消火設備の
  安全管理対策セミナー」から

公
益
社
団
法
人
　
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
　
２
０
２
2
年
　
　
2
月
号
　
Ｖ
Ｏ
Ｌ
５
8
9

表 1 表４背幅 2.38

東京都の姉妹友好都市
中国　北京市

ネットワーク東京

N etwork
Tokyo

https://www.tokyo-bm.or.jp/

2022年（令和4年）2月1日（毎月1日発行）第589号

2 2022
Vol.589

特 集

「二酸化炭素消火設備の
  安全管理対策セミナー」から

公
益
社
団
法
人
　
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
　
２
０
２
2
年
　
　
2
月
号
　
Ｖ
Ｏ
Ｌ
５
8
9

表 1 表４背幅 2.38



表 3 表 2表 3 表 2





2022.2  Network Tokyo 2



2022.2  Network Tokyo3

Topics  2022 February

令和４年１月12日（水）、令和4年新年賀詞交歓
会（東京ビルメンテナンス協会主催、東京

ビルメンテナンス政治連盟協賛）が浅草ビュー
ホテルにて行われた。
　新型コロナウイルスの感染症対策として、食事
の提供を中止し、着席形式にて実施された。ま
た、各社からの参加人数にも制限を設けた。参加
人数は会員、来賓等の計114名となった。
　佐々木会長からは「昨年は、コロナ禍への対応
に明け暮れた１年でした。一方、清掃従事者等が
エッセンシャルワーカーとして公に認知され、ワ
クチンの職域接種が進められました。また、東京
2020オリンピック・パラリンピック競技大会に

伴う選手村ハウスキーピング業務には、多数の会
員企業の皆様にご参画いただき、厳しい環境の下
にありながらも、無事成功裏に終えることができ
ました。本年は、東京協会が創立60周年を迎える
記念すべき年であります。感染拡大防止に万全を
期しつつ、協会事業を徐々に本来の姿に戻すとと
もに、サービスの一層の向上にまい進する決意で
す。」と年頭挨拶があった。
　その後、全国協会会長の一戸隆男氏や都議会
自由民主党ビルメンテナンス業振興政策研究会
会長の宇田川聡史氏などから来賓挨拶があった。
　その他、賀詞交歓会の様子についてはＰ20〜
21のフォトアルバムに掲載している。

佐々木会長による年頭挨拶 一戸隆男氏 宇田川聡史氏

令和4年 新年賀詞交歓会を開催



2022.2  Network Tokyo 4ヒヤッとしたら　すぐ共有　安全守る心掛け

CLIP BOARD

内容を大幅にリニューアルして、「リスクアセスメン
トの手順」の改訂版を発刊いたしました。

　ここ数年でリスクアセスメントの活用範囲やビルメン
テナンス業を取り巻く環境が変化していることを受け、
関係する法律の改正や化学物質のリスクアセスメントに
関する記載、現場作業所で活用がしやすいようにイラス
トを多用する等、様々な改訂を行っております。
　皆様の職場での労働災害を一件でも少なくするため、
是非本テキストをご活用ください。

会員価格：660円（税込）
http://tokyo-bm-tosho.net/
（東京協会会員様はこちらのサイトよりご購入ください）

一般価格：1,100円（税込）
https://bm-book.com/
（東京協会会員様以外の方はこちらのサイトよりご購入ください）

　当協会は令和４年５月に創立60周年を迎えます。
　つきましては、以下の通り創立60周年記念事業を予定しておりま
すので、会員の皆様にご案内申し上げます。

　なお、新型コロナの新規感染者が急増していることから、本式典等は中止又は内容を大幅に変更する
場合が御座います。詳細なご案内については、改めて3月頃にお送りさせていただきます。

日時 ： 令和4 年6月20日（月）14時～16時
会場 ： 東京国際フォーラム　ホールC
　　　　 

創立60周年記念式典及び第56回優良従業員表彰式

日時 ： 令和4 年6月20日（月） 17時～19時
会場 ： 東京會舘　３F「ローズ」

創立60周年記念祝賀会

「リスクアセスメントの手順」
改訂第4版の発刊

協会創立60周年記念事業
開催のお知らせ
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令
和
3
年
4
月
に
新
宿
区
の
機
械
式
駐
車
場
の
中
で
、内
装
工
事
を
し
て
い
た
作
業
員
が

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
誤
放
出
に
よ
り
死
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。ま
た
、こ
こ
数
年
、

立
て
続
け
に
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、改
め
て
ビ
ル
の
設
備

管
理
や
警
備
防
災
業
務
に
従
事
す
る
方
々
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
協
会
で
は
、こ
の
度
、東
京
消
防
庁
か
ら
消
火
設
備
関
係
の
専
門
官
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
操
作
方
法
や
安
全
対
策
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　
な
お
、本
セ
ミ
ナ
ー
は
、会
場
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
同
時
配
信
し
た
。

日
　
時
　
令
和
3
年
11
月
24
日（
水
）14
時
か
ら
16
時

講
　
師
　
東
京
消
防
庁
　
予
防
部
予
防
課
　
消
防
設
備
係
　
黒
田
　
翔
一
　
氏
　

参
加
者
　
86
名 （
33
社
）　
※
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
む

「
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の

 
安
全
管
理
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」か
ら

「
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の

 
安
全
管
理
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」か
ら
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特　集 「二酸化炭素消火設備の安全管理対策セミナー」から

ス
消
火
設
備
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
た
め
で
す
。
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備

の
火
災
に
対
す
る
効
果
と
し
て
、
酸
素
濃

度
が
低
下
し
、
炎
の
温
度
が
下
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
燃
焼
反
応
を
不
活
発
に
し
、
消

火
さ
せ
る
設
備
と
な
っ
て
い
ま
す
。
図
2

の
よ
う
に
有
効
な
消
火
に
必
要
な
二
酸
化

炭
素
濃
度
は
、
お
お
む
ね
空
気
中
濃
度
の

35
％
以
上
と
さ
れ
て
お
り
、
30
％
で
人
が

呼
吸
を
8
回
か
ら
12
回
程
度
す
る
と
、
意

識
を
喪
失
し
、
短
時
間

で
生
命
に
危
険
が
及
び

ま
す
。
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
の
噴
射
自
体
を

直
接
的
に
顔
に
受
け
て

し
ま
う
と
、
8
呼
吸
か

ら
12
呼
吸
と
い
う
の
を

待
た
ず
し
て
、
瞬
時
に

気
を
失
う
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
万
が
一
、
意

識
の
喪
失
を
免
れ
た
と

し
て
も
、
白
い
霧
状
の

ガ
ス
が
放
出
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
視
界
が
奪
わ

れ
、
避
難
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。
二
酸
化
炭

素
消
火
設
備
の
危
険
性

に
つ
い
て
関
係
業
界
の

方
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
認
識

の
低
い
方
が
多
い
印
象

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

頻
発
す
る
二
酸
化

炭
素
消
火
設
備
の

誤
放
出
事
故

　

令
和
3
年
4
月
15
日
に
新
宿
区
内
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
機
械
式
駐
車
場
の
中
で
、
二

酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
消
火
剤
の
誤
放
出

に
よ
り
、
内
装
工
事
を
し
て
い
た
作
業
員

4
名
が
死
亡
、
2
名
が
受
傷
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
故
の
現
場
で
す
が
、
ど
こ
に
で
も

あ
る
よ
う
な
機
械
式
駐
車
場
で
す
。
本
来
、

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
と
い
う
の
は
火
災

を
有
効
に
消
火
さ
せ
る
た
め
の
消
火
設
備

で
す
が
、
人
命
を
奪
っ
て
し
ま
う
と
い
う

事
実
に
、
改
め
て
影
響
の
大
き
さ
を
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

図
1
は
、
東
京
消
防
庁
管
内
に
お
け
る

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
誤
放
出
事
案
の
近

年
の
状
況
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
消
火

設
備
の
危
険
性
と
設

備
構
成

　

近
年
の
事
故
発
生
は
、
機
械
式
駐
車
場

で
多
く
発
生
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
火
災

に
対
し
て
水
に
よ
る
消
火
が
適
さ
ず
、
法

令
で
機
械
式
駐
車
場
に
停
め
ら
れ
る
収
容

台
数
が
10
台
以
上
に
な
る
と
、
不
活
性
ガ

発生年月 発生場所 設備の
設置個所 死傷者 発生原因

1 令和 ３年４月 新宿区 機械式駐車場 死者４名
傷者２名 天井の張り替え工事中に誤作動させたもの

2 令和 ３年１月 港区 機械式駐車場 死者２名
傷者１名

二酸化炭素消火設備の点検作業中（復旧作業中）に
誤作動させたもの

3 令和 ２年１月 台東区 機械式駐車場 傷者１名 自動火災報知設備の点検中に誤作動させたもの

4 令和 元年７月 江戸川区 機械式駐車場 なし 感知器の誤作動

5 平成 30 年 10 月 千代田区 機械式駐車場 なし 空調設備点検作業中の誤操作

6 平成 30 年 10 月 足立区 電気室 なし 制御盤内への雨水浸入による誤作動

7 平成 29 年２月 千代田区 ボイラー室 傷者１名 制御盤内回路の経年劣化による誤作動

気中濃度 症状発現までの
暴露時間 人　体　へ　の　影　

＜２％ はっきりした影響は認められない

２～３％ ５～ 10 分 呼吸深度の増加、呼吸数の増加

３～４％ 10 ～ 30 分 頭痛、めまい、悪心、知覚低下

４～６％ ５～ 10 分 上記症状、過呼吸による不快感

６～８％ 10 ～ 60 分 意識レベルの低下、その後意識喪失へ進む、ふるえ、
けいれんなどの不随意運動を伴うこともある

８～ 10％ １～ 10 分 同　　　上

10％＜ ＜数分 意識喪失、その後短時間で生命の危険あり

30％ ８～ 12 呼吸 同　　　上

図1 二酸化炭素消火設備の消火剤の放出による事故

図2 二酸化炭素消火設備の危険性について

二酸化炭素の濃度と人体への影響について

▲

二酸化炭素消火設備の消火剤が放出されると濃度は約３５％となる

▲
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次
に
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
設
備

構
成
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
二
酸
化

炭
素
消
火
設
備
で
は「
全
域
放
出
方
式
」が
、

多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
護
区
画
に
、

二
酸
化
炭
素
ガ
ス
を
放
出
、
充
満
さ
せ
消

火
す
る
方
式
で
す
。
設
置
場
所
と
し
て
は
、

機
械
式
駐
車
場
だ
け
で
は
な
く
、
一
定
規
模

以
上
の
広
さ
を
持
っ
て
い
る
電
気
室
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
、
サ
ー
バ
ー
機
器
が
並
ん
で

い
る
よ
う
な
通
信
機
械
室
等
、
火
災
の
際

に
水
に
よ
る
消
火
が
適
さ
な
い
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
消
火
剤

を
充
塡
し
て
い
る
ガ

ス
ボ
ン
ベ
は
、
防
護

区
画
と
は
別
の
専
用

の
部
屋
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
消
火

設
備
は
、
他
の
消
火

剤
と
比
較
す
る
と
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
本
数

が
少
な
く
、
設
置
コ

ス
ト
が
低
い
こ
と
か

ら
、
東
京
消
防
庁
の

管
内
で
３
５
０
０
件

以
上
が
稼
働
し
て
お

り
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
消
火

設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
部
屋
の
入
口
に

は
図
3
の
よ
う
な
「
注
意
銘
板
」
と
い
う

注
意
喚
起
の
銘
板
が
必
ず
つ
い
て
い
ま
す
。

入
口
の
扉
の
上
に
「
放
出
表
示
灯
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
防
護
区
画
の
中
で
ガ
ス

が
放
出
し
た
場
合
は
表
示
灯
が
点
灯
ま
た

は
点
滅
す
る
の
で
、
こ
の
2
点
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

防
護
区
画
と
は
別
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
は
「
制
御
盤
」
と

言
わ
れ
る
機
器
が
あ
り
、
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
の
作
動
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、「
閉
止
弁
」
と
呼
ば
れ

る
構
成
機
器
は
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備

の
消
火
剤
の
誤
放
出
を
防
止
す
る
目
的
の

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
機
器
で
す
。
防

護
区
画
で
作
業
す
る
場
合
は
、
必
ず
こ
の

閉
止
弁
を
閉
止
し
て
中
に
入
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。（
図
4
参
照
）

　

火
災
発
生
時
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備

の
作
動
に
は
手
動
起
動
方
式
と
自
動
起
動

方
式
の
2
つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
は
、
人
が
火
災

を
発
見
し
、
起
動
装
置
を
操
作
し
て
起
動

す
る
手
動
式
が
原
則
と
な
り
ま
す
。
手
動

起
動
装
置
は
、
防
護
区
画
の
外
側
出
入
口

付
近
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、「
操
作
箱
」
と

も
呼
ば
れ
、
図
5
の
よ
う
な
赤
い
箱
の
形

を
し
て
お
り
ま
す
。
箱
の
扉
を
開
く
と
、「
火

事
で
す
　
火
事
で
す
　
消
火
剤
を
放
出
し

ま
す
　
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
音
声
警
報
が
流
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
操

作
箱
の
中
に
あ
る
起
動
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、

一
定
の
遅
延
時
間
後(

約
20
秒
～
25
秒)

に

消
火
剤
が
放
出
し
ま
す
。
操
作
箱
の
扉
を

開
い
た
だ
け
で
は
ガ
ス
は
放
出
し
ま
せ
ん
。

音
声
の
警
報
が
鳴
る
だ
け
で
す
の
で
、
そ

の
点
は
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
で
、
手
動
起
動
装
置
を
誤
っ
て
作
動

さ
せ
て
し
ま
う
人
的
要
因
に
よ
る
事
故
が

見
ら
れ
ま
す
。
操
作
箱
の
扉
を
開
き
、
防
護

区
画
内
の
音
声
警
報
に
驚
い
た
方
が
、
警

報
を
止
め
よ
う
と
起
動
ボ
タ
ン
を
押
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
意
外
と
多
く
、

消
火
剤
が
放
出
し
た
と
い
う
事
案
も
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
誤
っ
て
起
動
ボ
タ
ン
を

押
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
た
め
に
、
操
作

箱
の
中
に
「
非
常
停
止
ス
イ
ッ
チ
」
が
設

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
約
20
秒
の
遅
延
時

間
内
で
あ
れ
ば
、
こ
の
非
常
停
止
ス
イ
ッ

チ
を
押
す
と
止
ま
り
ま
す
。
操
作
箱
に
は

基
準
が
あ
り
、
必
ず
赤
い
箱
の
形
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
機
械
式
駐
車
場
の
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
用
ボ
タ
ン
や
、
操
作
盤
な
ど
と
見
分

け
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
起
動
方
式
は
、
常
時
人
が
い
な
い
、

手
動
式
を
用
い
る
こ
と
が
不
適
当
な
場
所

に
限
っ
て
、
例
外
的
に
設
置
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
防
護
区
画
内
に
設
け
ら
れ
た
2
種

類
の
感
知
器
（
煙
式
と
熱
式
）
が
作
動
す
る

と
、
Ａ
Ｎ
Ｄ
回
路
が
形
成
さ
れ
、
一
定
の
遅

延
時
間
の
後
に
消
火
剤
が
放
出
さ
れ
ま
す
。

自
動
起
動
方
式
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
構
成
で
は
手
動

起
動
装
置
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
起
動

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
消
火
剤
が
放
出
さ
れ

ま
す
。

図3 防護区画出入口の放出表示灯と注意銘板

注意　この室は
隣室に設置された不活性ガス（二酸化炭素）消火設備
の消火ガスが充満するおそれがあります。 消火ガ
スが放出された場合は、入室しないで下さい。
室に入る場合は、消火ガスが滞留していないことを
確認して下さい。
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特　集 「二酸化炭素消火設備の安全管理対策セミナー」から

図4 二酸化炭素消火設備（全域放出方式）の設備構成

図5 二酸化炭素消火設備の設置状況

消火剤貯蔵容器 操作箱（手動起動装置）



2022.2  Network Tokyo 10焦る気持ちが事故を呼ぶ　余裕があれば気付ける危険　早めの出発で　今日も一日安全通勤！

防
護
区
画
内
で
の

作
業
前
に

行
う
べ
き
こ
と

　

防
護
区
画
の
中
で
作
業
を
行
う
前
に
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　
1
点
目
は
、
自
動
起
動
方
式
の
防
護
区
画

内
で
作
業
を
行
う
と
き
に
は
、
操
作
箱
で

起
動
方
式
を
手
動
に
切
替
え
る
こ
と
で
す
。

図
6
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示
器
の
下
に

鍵
を
刺
す
と
自
動
と
手
動
を
切
替
え
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
を
手
動
に
切
り
替
え
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
切
替
え
に
は
、
必
ず
専
用
の
鍵
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
通
常
は
防
災
セ
ン
タ
ー

や
管
理
人
室
で
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
ど
こ
に
管
理
さ
れ
て
い

る
か
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
起
動
方
式

の
切
替
え
は
、
ボ
ン
ベ
室
に
一
緒
に
設
置

し
て
い
る
制
御
盤
で
も
で
き
ま
す
。

　
2
点
目
は
、
閉
止
弁
を
閉
止
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ボ
ン
ベ
室
に
設
置
さ
れ
て
い
る

の
が
一
般
的
で
す
の
で
、
そ
こ
で
必
ず
閉

止
弁
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ン
ベ
室
も
、

通
常
施
錠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

こ
ち
ら
の
鍵
も
、
保
管
場
所
を
確
認
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
2
点
を
注
意
す
れ
ば
、
二
酸
化
炭

素
消
火
設
備
の
事
故
の
多
く
は
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
消
防
設
備
士
や
消
防
設
備
の
点

検
資
格
者
だ
け
で
は
な
く
、
誰
で
も
こ
の
措

置
が
で
き
ま
す
。
皆
様
も
こ
れ
を
機
会
に
、

防
護
区
画
に
ど
う
し
て
も
入
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
場
合
は
、
手
動
式
へ
の
切
替
え

と
閉
止
弁
の
閉
鎖
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

図6 防護区画の中で作業を行う前に必要なこと

操作箱で起動方式を「手動」に切替える

東京ビルメンテナンス協会のテキスト
「二酸化炭素消火設備に係る

安全対策マニュアル」

閉止弁を「閉」にする



2022.2  Network Tokyo11 小さな　気遣い　思いやり　みんなで　築づこう　大きな安全

特　集 「二酸化炭素消火設備の安全管理対策セミナー」から

　
●
工
事
中
の
事
故
事
例

　
●
点
検
中
の
事
故
事
例

　
●
起
動
ボ
タ
ン
の
誤
操
作
に
よ
る

　
　
事
故
事
例

　
●
そ
の
他
の
事
故
例

　
　
（
図
7
参
照
）

　
特
に
、
図
7
の
起
動
ボ
タ
ン
の
誤
操
作
に

よ
る
事
故
事
例
2
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
テ
キ
ス
ト
「
二

酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
係
る
安
全
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
中
で
も
詳
し
く
扱
っ
て
い

ま
す
が
、
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
に
迷
い
込
ん

で
し
ま
っ
た
女
性
と
現
場
に
向
か
っ
た
警

備
員
が
2
名
お
り
、
こ
の
警
備
員
2
名
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
護
区
画
の
放
出
表
示
灯
が
点
滅
し
て

ガ
ス
放
出
と
な
っ
て
い
た
場
合
は
、
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
防
護
区
画
か
ら
は
少
し

ず
つ
ガ
ス
が
漏
れ
出
す
の
で
、
安
全
対
策
は

取
っ
て
い
る
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
ガ
ス
が

漏
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き

な
い
た
め
、
離
れ
て
い
た
だ
き
、
１
１
９

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
故
例
と

発
生
原
因

　

事
故
事
例
を
4
つ
に
分
類
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

工事中の事故事例
【事例１】
　ボイラー室の空調設備の改修工事のため、ダイヤモンドカッターでコンク
リート壁に配管用の穴を掘削したところ、内部の消火設備の配線を切断したた
め誤放出した。

【事例２】
　機械式駐車場の天井張り替え作業中、感知器の取外しや取付けを行ったこと
で、感知器が作動状態となり誤放出した。

【事例３】
　改修工事のため、鉄パイプで足場を組む作業をしていたところ、鉄パイプが
感知器に接触したため、感知器が作動状態となり誤放出した。

必要な安全措置を講じることなく作業をしていた。原　因

点検中の事故事例
【事例１】
　感知器の点検中、消火設備の制御盤での復旧作業をしなかったことから、誤っ
て起動回路が形成されたため誤放出した。

【事例２】
　起動用ガス容器を外し、代わりに試験用のガス容器を接続したが、操作導管
の取り外しをしなかったため、試験用ガスの放出により、消火設備が誤放出し
た。

【事例３】
　ボンベ庫１つに対して、消火設備が設置された部屋が２つある設備の点検中、
部屋が１つであると思い込み、必要な安全措置をしないまま起動試験したため
誤放出した。

消火設備の点検手順の誤りがあった。原　因

起動ボタン誤操作による事故事例
【事例１】
　消火設備の起動装置を機械式駐車場のシャッター操作ボックスと勘違いし、
起動装置の扉を開いた。警報が鳴ったため、慌てて警報を止めようとして起動
ボタンを押し誤放出した。

【事例２】
　機械式駐車場のターンテーブル室に誤って入り込んだ建物関係者が、オート
ロックドアにより閉じ込められたため、室外へ脱出しようと消火設備の起動ボ
タンを押し誤放出した。

【事例３】
　機械式駐車場に車を入庫するために乗っていた２人のうち運転手が先に降
り、駐車場の操作ボタンを押したところ、１人が車に乗ったまま装置が動きだ
したため、慌てて装置を止めようとし誤って消火設備の起動ボタンを押し誤放
出した。

消火設備の起動ボタンを他の装置と勘違いした。原　因

その他の事故事例
【事例１】
　制御盤内に雨水が入り込み、水滴により短絡したことで起動状態となり誤放
出した。

【事例２】
　ビルの管理人が起動方式を自動式から手動式に切り替えたところ、消火設備
が起動し誤放出した。落雷の影響により制御盤の一部が短絡していたと推定さ
れる。

雨水や落雷による機器の誤作動原　因

図7 過去の主な事故事例と発生原因
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東
京
消
防
庁
の

安
全
対
策

　

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
設
け
ら
れ
て

い
る
防
護
区
内
で
工
事
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
う
際
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
安

全
対
策
が
3
点
あ
り
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
作
業
員
が
二
酸
化
炭
素
消

火
設
備
の
設
け
ら
れ
て
い
る
防
護
区
内
で

工
事
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
場
合
に
は
、

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
を
熟
知
し
た
消
防

設
備
士
や
点
検
資
格
者
を
立
ち
会
わ
せ
、
消

火
剤
が
放
出
さ
れ
な
い
措
置
を
講
じ
た
上

で
工
事
を
開
始
す
る
な
ど
、
作
業
時
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
関
係

者
以
外
の
人
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
管

理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

　

2
点
目
は
、
建
物
の
利
用
者(

防
火
管
理

建物関係者への周知指導

関連業界への周知指導

工事・メンテナンス時には、二酸化炭素消火設備を熟知した消防設備士や消防設備
点検資格者を立ち会わせる等、消火剤が放出されない措置を講じ、関係者以外の入
室が無いよう管理を徹底する

建物利用者（防火管理者、居住者）に対し、設備の適正な取扱方法、作動の際の対
応方法、人体への危険性を周知する

二酸化炭素消火設備が作動し消火剤が放出された場合はすぐに１１９番通報をして、
放出場所に人を入室させない

上記と同内容

図8 東京消防庁の安全対策について
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特　集 「二酸化炭素消火設備の安全管理対策セミナー」から

者
、
自
衛
消
防
隊
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設

備
の
設
置
場
所
の
利
用
者
等)

に
、
設
備
の

適
正
な
取
扱
い
方
法
、
作
動
の
際
の
対
応

方
法
、
避
難
方
法
、
二
酸
化
炭
素
の
人
体

に
対
す
る
危
険
性
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
中
に
、
避
難
方
法
が
入
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ガ
ス
が
放
出
し
て

か
ら
逃
げ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
工

事
す
る
際
に
事
前
に
避
難
経
路
を
確
認
し

て
お
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
3
点
目
は
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
消

火
剤
が
放
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に

１
１
９
番
通
報
を
し
て
、
放
出
場
所
に
人

を
立
ち
入
ら
せ
な
い
こ
と
で
す
。
放
出
の

表
示
灯
が
点
灯
や
点
滅
し
て
い
た
ら
、
近

寄
ら
ず
に
１
１
９
番
通
報
を
し
て
、
消
防

隊
に
状
況
を
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、新
た
に
「
工
事
を
行
う
際
に
は
、

事
前
に
管
轄
消
防
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
」
と
周
知
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
令

和
3
年
4
月
、
新
宿
区
の
機
械
式
駐
車
場

に
お
い
て
消
火
剤
が
誤
っ
て
放
出
さ
れ
た

事
故
の
際
、
消
防
設
備
に
関
す
る
工
事
が

発
生
し
な
い
と
い
う
認
識
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
の
で
追
加
し
た

も
の
で
す
。
ま
た
、
工
事
を
す
る
場
合
に
、

消
防
設
備
や
区
画
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

消
防
署
に
事
前
相
談
、
届
出
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
の
時
、

消
防
署
で
、
注
意
事
項
を
説
明
す
る
機
会

が
あ
り
ま
す
。

総
務
省
消
防
庁
の

動
向

　

こ
の
内
容
は
審
議
中
に
な
り
ま
す
の
で
、

決
定
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
検
討
部
会
の
論
点
の
1
点
目
と
し
て
、
既

存
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
へ
の
対
応
で
、

閉
止
弁
の
設
置
さ
れ
て
い
な
い
建
物
に
対
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し
て
、
閉
止
弁
を
追
加
し
て
設
置
し
て
も

ら
う
と
い
う
案
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
中
で
も

閉
止
弁
が
つ
い
て
い
な
い
も
の
が
全
体
の

2
割
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
消
火

設
備
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
設
置
が
増
え
、

当
初
は
明
確
な
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
閉
止
弁
は
、
平
成
3
年
に
国
か
ら
「
ハ

ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
・
機
器
の
使
用
抑
制

等
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知
が
出
て
、
こ

こ
で
初
め
て
閉
止
弁
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

と
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
平
成

3
年
以
前
の
建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
た
二

酸
化
炭
素
消
火
設
備
に
つ
い
て
は
、
閉
止

弁
が
つ
い
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
で
す
。

皆
さ
ん
が
勤
務
さ
れ
て
い
る
建
物
に
、
平
成

3
年
よ
り
前
に
設
置
さ
れ
た
二
酸
化
炭
素

消
火
設
備
が
あ
る
場
合
は
、
閉
止
弁
自
体

が
つ
い
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、

重
々
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

2
点
目
は
、
保
安
上
の
安
全
対
策
と
消

火
設
備
と
し
て
の
性
能
で
す
。
こ
れ
は
遅

延
時
間
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
遅
延
時
間
の
設
定
を
現
行
の
法
令
で
は

20
秒
以
上
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
も

う
少
し
延
ば
す
と
い
う
検
討
に
な
り
ま
す
。

遅
延
時
間
を
延
ば
す
た
め
に
工
事
が
必
要

と
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
ど
う
対
処

し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　
3
点
目
は
、
建
物
関
係
者
に
よ
る
管
理
徹

底
の
実
効
性
で
す
。
建
物
管
理
者
が
果
た

す
べ
き
管
理
責
任
の
具
体
的
内
容
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、
主
に

二
酸
化
炭
素
設
備
が
つ
い
て
い
る
建
物
の

関
係
者
の
責
任
に
つ
い
て
具
体
的
に
踏
み

込
ん
で
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

4
点
目
は
、
二
酸
化
炭
素
以
外
の
消
火

剤
の
切
替
え
に
係
る
技
術
的
な
課
題
へ
の

対
応
で
す
。
こ
れ
は
二
酸
化
炭
素
消
火
設

備
の
ガ
ス
を
他
の
ガ
ス
に
変
え
て
設
置
継

続
さ
せ
る
と
い
う
内
容
で
す
が
、
二
酸
化

炭
素
の
ガ
ス
は
、
放
出
時
間
が
決
ま
っ
て

お
り
、
1
分
以
内
に
ほ
と
ん
ど
の
ガ
ス
が

出
る
よ
う
な
形
で
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ほ
か
の
ガ
ス
は
そ
う
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
同

じ
不
活
性
ガ
ス
の
中
で
も
、
例
え
ば
窒
素
や

Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）

の
類
は
も
う
少
し
短
い
の
で
、
問
題
が
な

い
か
を
検
討
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ガ
ス
の
切
替
え
で
、
問
題
に
な
っ
て
く
る

部
分
は
、
窒
素
な
ど
は
窒
息
の
可
能
性
は

あ
る
も
の
の
比
較
的
安
全
な
ガ
ス
で
す
が
、

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の

本
数
と
窒
素
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
で
は
、
桁
違
い

に
窒
素
ガ
ス
の
ほ
う
が
場
所
を
取
り
ま
す
。

例
え
ば
、
5
本
ぐ
ら
い
二
酸
化
炭
素
消
火
設

備
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ

を
、
窒
素
ガ
ス
に
変
え
る
と
な
る
と
、
ボ
ン

ベ
が
約
10
本
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

今
の
ボ
ン
ベ
庫
の
中
に
設
置
す
る
こ
と
が

困
難
で
す
。
そ
う
い
っ
た
課
題
も
あ
っ
て
、

検
討
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
務
省
消
防
庁
の
部
会
に
関
し
て

は
、
総
務
省
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
今
後
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で

す
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
く
だ
さ
い
。

最
後
に

　
東
京
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
都

民
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
パ
ソ
コ
ン
や
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
で
き
る
電
子
学
習

室
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
電
子
学
習
室
に
は
、
掲
載
し
て
い

る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
14
項
目
あ
り
、
そ
の
中

で
特
に
ご
紹
介
し
た
い
の
が
、
ネ
ッ
ト
で

自
衛
消
防
訓
練
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
従
業
員
の
方
を
1

か
所
に
集
め
て
行
う
訓
練
に
代
え
て
、
新

た
な
訓
練
方
法
を
増
や
す
必
要
性
か
ら
「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
ひ
と
り
で
も
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
通
報
、
初
期
消
火
、

避
難
誘
導
の
訓
練
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

作
成
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
自
衛
消
防
訓
練
の
活
動
要
領
や

消
防
用
設
備
の
取
扱
い
要
領
も
動
画
付
で

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

以
上
で
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
は

終
わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
日
の
内
容

を
少
し
で
も
お
役
に
立
て
い
た
だ
き
、
引

き
続
き
消
防
行
政
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
で
明
け
る
新
年
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
か

分
か
ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

協
会
の
活
動
、
委
員
会
の
活
動
、
い
ろ
い
ろ
な
会
員
サ
ー

ビ
ス
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
第
１
回
目
の
理
事
会
な
の
で
、し
っ

か
り
と
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
進
め
て
ま
い
り

た
い
。

　

今
年
は
協
会
の
60
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
る

の
で
、
そ
の
意
味
で
も
、
協
会
活
動
を
し
っ
か
り
と
や
っ

て
い
き
た
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
の
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と
い

う
の
は
ま
だ
何
と
も
言
え
な
い
が
、
早
い
収
束
を
願
っ

て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
理
事
会
、
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
本
日
の
賀

詞
交
歓
会
も
、現
状
に
鑑
み
、例
年
と
は
大
き
く
変
更
し
、

安
全
第
一
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
何
と
ぞ
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　
そ
の
１　
正
会
員　
株
式
会
社
オ
オ
ケ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
支
店

　
そ
の
２　
正
会
員　
富
士
管
財
株
式
会
社

　
そ
の
３　
賛
助
会
員　
ア
イ
テ
ッ
ク
阪
急
阪
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
株
式
会
社

　

標
記
正
会
員
２
社
、
賛
助
会
員
1
社
の
入
会
に
つ

い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1
、
株
式
会
社
オ
オ
ケ
ン
東
京
支
店
は
、
昭

和
45
年
に
広
島
県
で
清
掃
業
や
設
備
管
理
業
を
主
業

に
設
立
さ
れ
、昭
和
51
年
に
東
京
支
店
を
開
設
。現
在
、

広
島
県
協
会
に
加
入
し
て
い
る
が
、
全
国
協
会
が
主

催
す
る
「
感
染
予
防
対
策
衛
生
管
理
士
認
定
講
習
会
」

に
つ
い
て
は
、
所
属
地
区
本
部
で
受
講
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
た
め
、
東
京
で
の
受
講
等
を
目
的
に
入

会
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式
会
社

東
幸
で
あ
る
。

　

そ
の
2
、
富
士
管
財
株
式
会
社
は
、
先
代
か
ら
事

業
を
継
承
す
る
形
で
平
成
3
年
に
設
立
さ
れ
、
清
掃

業
を
主
業
と
し
て
い
る
。
同
業
他
社
と
の
情
報
交
換

等
を
目
的
に
入
会
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
推
薦
会
社

は
株
式
会
社
オ
リ
バ
ー
で
あ
る
。

　

そ
の
３
、
ア
イ
テ
ッ
ク
阪
急
阪
神
株
式
会
社
は
、

昭
和
62
年
に
大
阪
で
ア
イ
テ
ッ
ク
阪
神
株
式
会
社
と

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第118回

理 事 会 報 告
３社の入会を承認

Photo:クロッカス

■日時：令和４年１月12日（水）午前11時～午前11時30分
■開催場所　　　　浅草ビューホテル　３階祥雲Ⅰ
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事17名、監事3名
■審議事項

第１号議案　入会の承認について
　　　その１　正会員　株式会社オオケン東京支店
　　　その２　正会員　富士管財株式会社
　　　その３　賛助会員　アイテック阪急阪神株式会社

第２号議案　表彰及び感謝状に関する規則の一部
　　　　　　改正について
第３号議案　委員会委員の追加選任について
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■第 118回理事会

第
３
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

昨
年
７
月
６
日
の
第
１
１
５
回
理
事
会
で
選
任
し

て
い
た
だ
い
た
同
委
員
会
委
員
で
、
技
術
専
門
委
員

会
所
属
の
増
田
学
氏
は
、
部
署
異
動
に
伴
い
退
任
。

後
任
に
、
同
じ
日
本
メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
か
ら
、
須

賀
隆
宏
氏
を
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
。
任
期
は
、
本
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
６
月
30
日
ま
で
で
あ
る
。

３　
報
告
事
項

⑴　
会
長
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体
か
ら
の
配
当
金
等
収
入

と
そ
の
使
途

　

ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体
は
、
昨
年
12
月
３

日
に
解
散
し
た
が
、
事
務
手
数
料
収
入
と
し
て
約

１
７
０
０
万
円
、
出
資
配
当
金
は
約
１
０
０
０
万
円

の
収
入
が
あ
っ
た
。
当
初
の
想
定
を
上
回
る
収
入
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
会
員
へ
の
還
元
の
た
め
、
公
益

事
業
を
中
心
に
支
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
講
習
会
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
業
務
の
効
率
化
な
ど
、
ふ
だ
ん
予

算
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
部
分
を
中
心
に
、
使

途
を
定
め
た
。

　

な
お
、
共
同
企
業
体
の
設
立
時
に
出
資
し
た

５
０
０
万
円
は
全
額
が
戻
っ
て
き
た
。
残
額
と
な
る

６
２
０
万
円
は
次
期
へ
の
繰
越
し
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
２
０
２
１
年
度 

ビ
ル
設
備
管
理
技
能
検
定

（
１
級･

２
級
）
試
験

　

ビ
ル
設
備
管
理
技
能
検
定
は
、
平
成
８
年
か
ら
検

定
職
種
に
追
加
さ
れ
た
国
家
試
験
で
あ
る
。
試
験
は

東
京
と
近
畿
の
２
地
区
で
実
施
さ
れ
た
。
合
格
発
表

は
令
和
３
年
10
月
30
日
、
全
国
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。

　

１
級
の
受
検
者
は
22
名
、
資
格
取
得
は
16
名
で
合

格
率
72
・
7
％
、
２
級
は
受
検
者
38
名
、
資
格
取
得

15
名
で
合
格
率
39
・
5
％
だ
っ
た
。

イ　
第
52
回
実
態
調
査

　

実
態
調
査
は
昨
年
10
月
15
日
に
締
め
切
り
、
速
報

値
だ
が
46
・
3
％
の
回
答
率
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

回
答
の
分
析
を
経
て
、
２
月
に
『
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
情
報
年
鑑
２
０
２
２
』
と
し
て
発
行
し
、
会
員
の

皆
様
に
配
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

ウ　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
１

　

昨
年
11
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

フ
ェ
ア
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
前
年
を
２
０
０
０
人

以
上
も
上
回
る
９
１
７
５
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
９
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
18
名
の
選

手
に
よ
る
第
17
回
全
国
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競

し
て
設
立
さ
れ
、
平
成
19
年
に
株
式
会
社
阪
急
ビ
ジ

ネ
ス
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
と
合
併
し
た
。
ビ
ル
の
中
央
管

理
シ
ス
テ
ム
等
を
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
取
り
扱
っ

て
お
り
、
大
阪
協
会
に
賛
助
会
員
と
し
て
加
入
し
て

い
る
。
推
薦
会
社
は
東
宝
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式

会
社
で
あ
る
。

第
２
号
議
案　
表
彰
及
び
感
謝
状
に
関
す
る
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　

標
記
規
則
改
正
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

改
正
の
趣
旨
だ
が
、
当
協
会
は
今
年
創
立
60
周
年

を
迎
え
る
が
、
記
念
式
典
に
合
わ
せ
、
永
年
役
員
・

委
員
に
対
し
、
東
京
都
に
感
謝
状
贈
呈
を
申
請
す
る
。

申
請
に
当
た
り
、
今
回
新
た
に
協
会
の
根
拠
規
程
の

添
付
が
求
め
ら
れ
た
が
、
現
行
の
規
則
に
は
明
文
化

さ
れ
て
い
な
い
事
項
も
あ
っ
た
た
め
、
今
回
の
改
正

を
提
案
す
る
。

　

主
な
改
正
点
は
2
点
あ
る
。
1
つ
は
、
東
京
都
へ

の
感
謝
状
申
請
に
つ
い
て
追
記
し
た
ほ
か
、
役
員
に

つ
い
て
は
在
任
６
年
以
上
で
表
彰
対
象
と
な
る
こ
と

及
び
委
員
へ
の
表
彰
を
明
文
化
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
副
賞
の
価
額
は
表
彰
審
査
委
員
会

が
決
定
す
る
こ
と
や
東
京
都
感
謝
状
受
賞
者
へ
の
副

賞
は
、
慶
弔
・
見
舞
金
等
支
給
基
準
の
額
に
準
ず
る

こ
と
を
追
加
し
た
。
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技
会
も
開
催
さ
れ
、
東
京
地
区
代
表
が
、
中
央
職
業

能
力
開
発
協
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

　

今
年
は
10
月
26
日
（
水
）
か
ら
28
日
（
金
）
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。
昨
年

同
様
に
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
け
る
よ
う
、
新

し
い
企
画
や
出
展
を
準
備
し
た
い
。

⑶　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

令
和
４
年
度
の
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開
催
予
定

日
　

次
年
度
の
理
事
会
は
、
奇
数
月
の
開
催
と
な
り
年

６
回
と
な
る
。

　

定
時
総
会
に
つ
い
て
は
、
6
月
2
日
木
曜
日
を
予

定
し
て
い
る
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
井
担
当
理
事

（
ア
）
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
拡
大
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

　

短
時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
６
年
に
既
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今

年
の
10
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
従
業
員
数
１
０
１
人
以

上
の
規
模
の
企
業
に
適
用
拡
大
に
な
る
。
そ
の
後
も

順
次
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
の
拡
大
に
よ
る
様
々
な
影
響
と

今
後
の
各
社
に
お
け
る
対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
別
途

委
員
会
で
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
基
に
、
専
門

家
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
解
説
い
た
だ
く
セ
ミ
ナ
ー

を
2
月
25
日
、
金
曜
日
に
開
催
す
る
。

（
イ
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
職
場
巡
視
の
ポ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

　

11
月
19
日
（
金
）、
講
師
に
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー
副

所
長
の
角
田
淳
様
を
お
招
き
し
て
、
当
該
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
業
界
で
は
労
働
災
害
防
止
の
各
拠
点

へ
の
指
導
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
声
も
あ
り
、
当
日

は
、
よ
り
効
果
的
に
巡
回
指
導
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ

い
た
。

　

44
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
今
後
も
各
社
の
労
働
災

害
防
止
活
動
を
支
援
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ウ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

（
ア
）
人
手
不
足
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

次
に
報
告
す
る
（
イ
）
の
会
員
概
括
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
会
員
企
業
の
経
営
上
の
悩
み
と
し
て

人
手
不
足
が
挙
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
手
不
足
対
策

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

　

採
用
に
つ
い
て
は
、
協
会
の
採
用
支
援
事
業
と
し

て
、
当
業
界
に
特
化
し
た
求
人
サ
イ
ト
を
運
営
し
て

い
る
。
昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
一
定
の
成

果
は
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
会
員
の
利
用
率
が
低
い

た
め
、
そ
の
紹
介
も
含
め
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

開
催
日
は
１
月
31
日
で
あ
る
。

（
イ
）
会
員
概
括
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
報
告

　

昨
年
10
月
、
会
員
企
業
に
対
し
て
、
障
害
者
雇
用

率
や
各
種
資
格
の
取
得
状
況
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
た
。
会
員
の
ご
協

力
に
感
謝
す
る
。
今
後
の
要
望
活
動
や
協
会
の
事
業

運
営
に
活
用
し
て
い
く
。

エ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
担
当
理
事

洗
剤
、
手
指
消
毒
剤
に
関
す
る
注
意
喚
起
ポ
ス
タ
ー

の
作
成

　

昨
年
度
、
委
員
会
で
は
洗
剤
・
消
毒
剤
の
正
し
い

取
扱
い
方
に
つ
い
て
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
今
年
度

は
、
洗
剤
同
士
の
混
合
や
不
適
切
な
手
指
消
毒
剤
を

使
用
し
て
の
事
故
防
止
を
目
的
に
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
た
。

　

清
掃
資
機
材
の
倉
庫
や
、
事
務
所
内
の
壁
な
ど
に

貼
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
、
防
水
加
工
を
施

し
て
あ
る
。
会
員
企
業
に
は
既
に
定
期
郵
送
便
に
て

発
送
し
て
い
る
が
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
日
々
の
業
務
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。

オ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
谷
川
委
員
長

セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

（
ア
）
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
管
理
対
策
セ

ミ
ナ
ー

　

11
月
24
日
に
、
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
と
合
同

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
併
用
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
。
参
加
者
は
、
会
場
が
21
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
が
65
名
だ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
二
酸
化
炭

素
消
火
設
備
の
概
要
や
事
故
事
例
、
設
置
さ
れ
て
い

る
建
物
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
映
像
も
交
え
な
が

ら
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

参
加
者
51
名
か
ら
、
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
が
役
立
っ
た

と
回
答
が
あ
っ
た
。



2022.2  Network Tokyo19 思いすごしも大きなミスになる　ゴミじゃないゴミもある

■第 118回理事会

（
イ
）
上
級
救
命
講
習

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
お
け
る
救
命
技
術
認

定
者
の
普
及
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
10

月
26
日
、
11
月
25
日
の
2
回
開
催
し
た
。
本
事
業
は

平
成
30
年
度
か
ら
続
い
て
お
り
、
救
命
技
術
の
普
及

に
貢
献
し
た
と
し
て
荒
川
消
防
署
か
ら
感
謝
状
を
頂

い
て
い
る
。
来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

カ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
委
員
長

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク
㈱
研
修
セ
ン
タ
ー
見
学
会

の
実
施
報
告

　

11
月
30
日
に
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会

社
研
修
セ
ン
タ
ー
」
の
見
学
会
を
実
施
し
た
。
参
加

者
は
18
名
で
、
約
２
時
間
、
施
設
を
見
学
し
た
。
研

修
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
９
年
に
新
し
く
で
き
た
施
設

で
、
設
備
機
器
が
大
変
充
実
し
て
お
り
、
今
回
は
、

日
常
で
は
見
る
こ
と
が
な
い
消
防
設
備
が
作
動
し
て

い
る
状
態
の
見
学
や
墜
落
・
感
電
等
の
事
故
を
体
感

で
き
る
Ｖ
Ｒ
設
備
の
体
験
等
を
し
た
。

キ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
２

の
進
捗
状
況

　

7
月
14
・
15
日
に
開
催
す
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

フ
ェ
ア
の
開
催
準
備
状
況
に
つ
い
て
だ
が
、
テ
ー
マ

は
、
現
在
の
情
勢
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
意
味
か

ら
、
開
催
中
止
と
な
っ
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ

ア
２
０
２
１
と
同
じ
「
新
常
態
へ
の
挑
戦
。
ビ
ジ
ネ

ス
勝
機
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。」
と
す
る
。

　

今
後
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
２
月
７
日
に
出

展
社
説
明
会
、
３
月
中
旬
に
は
出
展
社
小
間
割
り
抽

選
会
を
開
催
す
る
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
11
・
12
月
）

11
月
２
日　
　
　
　

第
１
１
７
回
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
地
区
本
部
会
議

11
月
24
日
～
26
日　

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　

於
：
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

11
月
25
日　
　
　
　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
業
務
委
託
を
来
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

更
新
す
る
た
め
の
入
札
説
明
会

12
月
３
日　
　
　
　

オ
リ
パ
ラ
の
ビ
ル
メ
ン
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
企
業
体
解
散

12
月
7
日　
　
　
　

三
役
会

12
月
17
日
～
20
日　

第
41
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技

　
　
　
　
　
　
　
　

大
会(

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク)

　
　
　
　
　
　
　
　

於
：
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
部
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
代
表
が
金
賞
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　

銅
賞
を
獲
得

イ　
今
後
の
予
定

2
月
1
日　

三
役
会

3
月
1
日　

三
役
会
、
第
１
１
９
回
理
事
会

4
月
5
日　

三
役
会

5
月
10
日　

三
役
会
、
第
１
２
０
回
理
事
会

6
月
2
日　

第
11
回
定
時
総
会

　
　

20
日　

創
立
60
周
年
記
念
式
典
及
び

　
　
　
　
　

優
良
従
業
員
表
彰
式

　
　
　
　
　

於
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　

同
祝
賀
会　

於
：
東
京
會
舘

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
0
社
、
賛
助
会
員
68
社

⑸　
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

２
０
２
１
年
度
（
公
財
）
日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育

セ
ン
タ
ー
会
長
表
彰

　

日
本
建
築
衛
生
管
理
教
育
セ
ン
タ
ー
会
長
表
彰
は
、

環
境
衛
生
管
理
に
関
す
る
知
識
、
技
術
の
普
及
向
上

並
び
に
建
築
物
環
境
衛
生
管
理
事
業
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
方
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
度

は
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
株
式
会
社
所
属
で
、
当
協

会
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
る
大
島
眞

理
子
様
が
選
ば
れ
た
。
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　３ページの Topics でご紹介した、令和４年新

年賀詞交歓会の様子を「フォトアルバム」とし

てまとめました。

　ご来場者同士の新年の挨拶や情報交換など、

新年らしい会場の雰囲気をご紹介します。

会場入場前に受付で検温を受ける参加者 受付の様子

琴の生演奏

着席して式典を静聴する参加者

ご案内の様子

　なお、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、これまでの立食形式での飲食は中止し、

着席形式に変更の上、食事の提供も中止いたし

ました。また、来場者数についても各社 1名ま

でと人数の制限をいたしました。

（公社）東京ビルメンテナンス協会 Date 
2022 Jan 12

令和4年 新年賀詞交歓会
フォトアルバム
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ご来賓の皆様から、
ご挨拶いただきました。

参議院議員　橋本聖子氏

都議会議員　山﨑一輝氏

参議院議員　宇都隆史氏

参議院議員　中川雅治氏

都議会議員　小宮安里氏

衆議院議員　岡本三成氏衆議院議員　平将明氏

都議会議員　髙島直樹氏

中締めをする野口副会長

中締め後に橋本議員と名刺交換する参加者なごやかな雰囲気の会場
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環境関連情報

３Ｅエネルギー
エコノミー
エコロジー

レポート
情報提供

No.50

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて頂きます、お気軽にお声掛け下さい。必ずやご期待にお応え致します。

●国際エネルギー機関、温室効果ガス排出を正味
ゼロにするためにとるべき行動の変化を紹介

　国際エネルギー機関（IEA）は、2050 年までに温室効
果ガス排出を正味ゼロにするためには、人々の行動の変化
が重要な要素となるというシナリオを紹介した。電気自動
車の購入やロフトの断熱工事など低炭素技術と人々の関与
が混在した要素のほか、エネルギー消費を減らすための日
常生活の調整が必要である。例えば、車を使わずに自転
車や徒歩で移動したり、暖房の温度を下げたり、休日は家
の近くで過ごしたりといった行動の変化であり、エネルギ
ーを大量に消費する豊かな地域では、特に重要なことであ
る。行動の変化が排出量を削減し、建物、道路、航空交
通におけるエネルギー需要を削減する。同シナリオでは、
2050 年に現在の2倍の規模の世界経済を支えるために、
クリーンエネルギー技術の導入やエネルギー効率の向上な
ど、世界のエネルギーシステムに大幅な変革を求めている
が、技術だけでは十分ではなく、2050 年の排出正味ゼロ
は人々の同意と支援なしには実現しない。「環境展望台」

● 2021年版　営農型太陽光発電取組支援
ガイドブック作成

　このガイドブックは、農地を有効活用し、営農型太陽光
発電を始めたいと考えられているみなさまが、円滑に取り
組むための手引きとして利用していただくことを目的とする
ほか、その取り組みを支援する地方自治体や金融機関の
皆様の参考とすることを目的としている。
　そのため、営農型太陽光発電の取組事例や必要な手続

き、取組を支援するための制度等を紹介している。平成
30 年度・令和元年度に秋田県・静岡県で実施した「営農
型太陽光発電の⾼収益農業の実証事業」の概要も掲載。
「農水省」
・	高収益農業実証事業の概要　https://www.maff.go.jp/	
j/shokusan/renewable/energy/attach/pdf/einou-31.pdf

・	ガイドブック　https://www.maff.go.jp/j/shokusan/
rene-wable/energy/attach/pdf/einou-66.pdf」

●住友不動産、業界初・テナント単位で
　「グリーン電力」プランの選択が可能に
　住友不動産は、運営する賃貸オフィスビルにおいて、
テナント企業ごとのニーズに合わせた「グリーン電力」
プランを提案する体制を構築したと発表した。非化石証書
を活用し実質グリーン電力化するプランに加え、テナント
所有の発電所由来のグリーン電力を調達するプラン、発電
所を新設し追加性のある「生グリーン電力」を調達する
プランの3種類を提供する。最適なグリーン電力プランを
選択できるようにしたことで、テナント企業の多様化する
脱炭素ニーズに広く対応する。
　自社ビルに比べ、テナントビルでは建物の開発・運用者
と使用者が異なることから、脱炭素化の難易度が高いと
いわれている。
　環境省は、テナント企業の脱炭素化を推進するべく
「リーディングテナント行動方針」を策定した。同方針で
は建物省エネ化、再生可能エネルギーの活用が中核に
据えられている。「住友不動産」
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時代と歩く。都市を守る。暮らしに寄り添う。

東京ビルメンテナンス協会。

あ
の
頃
の
ま
ま
美
し
い
。

そ
ん
な
東
京
を
支
え
て
い
ま
す
。
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八

岩
崎
家
玉
川
廟

び

ょ

う

文
・
写
真
：
松
原　

雅
人

東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
を
訪
れ
て

東
京
都
で
は
、
景
観
条
例
に
基
づ
き
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
建
造
物
の
う
ち

景
観
上
重
要
な
建
物
を
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
東
京
都
知
事
が
選
定
し
ま
す
。

令
和
元
年
5
月
24
日
現
在
、
96
件
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
景
観
条
例
第
二
十
二
条

一
．
東
京
の
歴
史
及
び
文
化
を
特
徴
付
け
て
い
る
も
の

二
．
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
も
の

三
．
多
く
の
都
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
形
成
す
る
核
と
な
っ
て
い
る
も
の

　
岩
崎
家
玉
川
廟
は
、

世
田
谷
区
の
自
然
保

護
公
園
、
岡
本
静
嘉

堂
緑
地
の
敷
地
内
に

あ
り
ま
す
。
東
急
二

子
玉
川
駅
か
ら
、
20
分
ほ
ど
歩

く
と
岡
本
静
嘉
堂
緑
地
は
あ
り

ま
す
。
バ
ス
で
は
静
嘉
堂
文
庫

で
下
車
し
て
く
だ
さ
い
。

　
東
急
二
子
玉
川
駅
か
ら

玉
川
高
島
屋
本
館
と
南
館

の
間
を
通
り
、
二
子
玉
川

商
店
街
を
抜
け
て
、
二
子

玉
川
小
学
校
を
過
ぎ
、
左

に
曲
が
り
、
し
ば
ら
く
歩

い
て
大
き
な
マ
ン
シ
ョ
ン

を
越
え
た
ら
右
に
曲
が
り

ま
す
。
丸
子
川
を
越
え
て

バ
ス
停
の
向
か
い
が
岡
本

静
嘉
堂
緑
地
に
な
り
ま
す
。

　
大
蔵
通
り
を
歩
い
て
行
き
、
静
嘉
堂
文
庫
の

門
を
通
り
、
ま
っ
す
ぐ
行
く
と
静
嘉
堂
文
庫
と

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。

　
噴
水
の
あ
る
広
場
か
ら
左
の
小
道
に
入
り
進

ん
で
い
く
と
岩
崎
家
玉
川
廟
が
あ
り
ま
す
。

※
美
術
館
は
2
0
2
2
年
秋
、
丸
の
内
に
移
転
予
定
で

　
現
在
は
準
備
の
た
め
休
館
中
。

▲

住所
東京都世田谷区
岡本２丁目２３−１

玉川高島屋南館

マンションを右に曲がった通り

静嘉堂文庫美術館（左）、静嘉堂文庫（右）
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読 者 投 稿

　
明
治
43
年
に
作
ら
れ
た
岩
崎
家

代
々
の
納
骨
堂
が
岩
崎
家
玉
川
廟

で
す
。
三
菱
財
閥
四
代
目
の
岩
崎

小
彌
太
が
父
の
岩
崎
彌
之
助
三
回

忌
の
為
に
作
り
ま
し
た
。

　
設
計
は
三
菱
一
号
館
、
ニ
コ
ラ

イ
堂
の
建
築
で
も
知
ら
れ
る
イ
ギ

リ
ス
人
設
計
家
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ

ン
ド
ル
で
す
。

　
中
央
に
は
緑
色
の
円
形
ド
ー
ム
、
外
側
は
石
積
み

で
両
側
に
植
栽
。
石
の
フ
ェ
ン
ス
と
巨
大
な
香
炉
が

あ
り
、
狛
犬
が
お
墓
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
管
理
会
社
と
し
て
気
に
な
る
の
が
、
右
側
に
あ
る

突
針
。
こ
れ
は
避
雷
針
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
帰
り
道
は
、
隣
に
あ
る
岡
本
公
園
民
家
園
が

お
勧
め
で
す
。
行
く
途
中
に
は
岡
本
八
幡
宮
で
お
賽
銭

を
入
れ
て
祈
願
。
岡
本
公
園
民
家
園
の
藁
葺
き
と
古
い

建
物
に
、
江
戸
の
風
情
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
二
子
玉
川
駅
へ
戻
る
の
に
丸
子
川
沿
い

を
歩
い
て
い
る
と
、
川
で
何
か
動
い
て
る
気
配
。

よ
～
く
見
て
い
る
と
多
く
の
カ
モ
た
ち
が
。

　その中の一羽がこ
ちらを見ている。な
かなかかわいいかも。
お勧めスポットです。

　
歩
い
て
い
く
と
左
側
に
巨
大
な
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
、
こ
れ
が
岩
崎
家
玉
川
廟
で

す
。
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会員はもちろん、一般の方々からも投稿作品を募集します。

（公社）東京ビルメンテナンス協会  広報委員会

募
集
内
容

● 日常生活の中で感じた事、面白いと思った事を、川柳や俳句や短歌にして。
   （ 応募は本名でお願いしますが、掲載時には匿名も可能です ）

● エッセイ、小説などの文章作品。（1回掲載分1,500文字位でお願いします）
● ビル（外観）や街の風景などを写真に撮って、その時のエピソードと共に。
● おすすめの本、店の紹介を写真と文章で。

締切はありません。いつでもご応募ください。掲載された方には委員会規定の謝礼を差し上げます。

■応募方法
　「広報誌投稿原稿」であることを明記して、以下のメールアドレスまでＥメールにてお送りください。
　応募先アドレス：y.matsumaru@tokyo-bm.or.jp � 事務局担当：松丸、小林

あなたの作品や感動した風景•
ビルの写真等を載せませんか。

投 稿 募 集

12
・
15	

国
土
交
通
省
の
「
建
設
工
事
受
注
動
態

統
計
」
が
二
重
計
上
で
８
年
間
過
大
に

12
・
16	

２
０
２
１
年
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
額
が
初
の
１
兆
円
突
破

12
・
17	

大
阪
ビ
ル
の
放
火
事
件
で
心
療
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
い
た
25
人
が
死
亡

12
・
18	

東
日
本
大
震
災
の
「
復
興
道
路
」
三
陸

道
が
全
線
で
開
通

12
・
19	

オ
ラ
ン
ダ
で
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
１
月
14

日
ま
で
実
施

12
・
20	

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
電
子
証

明
書
の
運
用
が
始
ま
る

12
・
21	

武
蔵
野
市
の
3
カ
月
以
上
住
む
外
国
人
に
投

票
権
を
認
め
る
住
民
投
票
条
例
案
が
否
決

12
・
22	

２
０
２
１
年
の
平
均
気
温
が
過
去
最
高

気
象
庁
が
発
表

12
・
23	

第
一
生
命
が
大
手
生
保
で
初
の
銀
行
代

理
業
参
入
を
発
表

12
・
24	

日
本
政
府
が
北
京
冬
季
五
輪
へ
の
政
府

代
表
団
派
遣
見
送
り
を
発
表

12
・
25	

ド
バ
イ
万
博
日
本
館
の
ス
タ
ッ
フ
2
人

が
コ
ロ
ナ
感
染
で
臨
時
休
館

12
・
26	
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権

で
羽
生
結
弦
が
優
勝
し
北
京
五
輪
内
定

12
・
27	

日
本
海
側
を
中
心
に
記
録
的
大
雪　

滋

賀
県
で
車
が
立
ち
往
生

12
・
28	

フ
ラ
ン
ス
で
ワ
ク
チ
ン
実
質
義
務
化
を
決
定

12
・
29	

香
港
の
民
主
派
メ
デ
ィ
ア
「
立
場
新

聞
」
が
運
営
停
止
を
発
表

12
・
30	

大
阪
ビ
ル
放
火
殺
人
事
件
の
容
疑
者
が

死
亡　

全
容
解
明
が
困
難
に

12
・
31	

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
北
京
五
輪
代
表

者
が
決
定

1
・
1	

新
年
祝
賀
の
儀　

愛
子
さ
ま
成
年
皇
族

の
初
公
務
と
し
て
参
列

1
・
2	

欧
州
委
員
会
が
原
子
力
発
電
の
地
球
温
暖
化
対
策

に
役
立
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
位
置
づ
け
方
針
を
発
表

1
・
3	

第
98
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
で
青
山

学
院
大
が
２
年
ぶ
り
６
度
目
の
総
合
優
勝

1
・
4	

核
保
有
5
カ
国
が
核
戦
争
回
避
の
共
同

声
明
文
を
発
表

1
・
5	

沖
縄
県
が
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

適
用
を
要
請
へ

1
・
6	

東
京
23
区
に
4
年
ぶ
り
の
大
雪
警
報
を

発
令

1
・
7	

沖
縄
、
広
島
、
山
口
３
県
に
「
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
」
適
用
を
決
定

1
・
8	

東
京
・
代
々
木
の
焼
き
肉
店
で
人
質
と

り
立
て
こ
も
り

1
・
9	

東
京
・
府
中
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
造
工

場
で
ミ
キ
サ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業

中
に
2
人
が
巻
き
込
ま
れ
死
亡

1
・
10	

第
1
0
0
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
で
青
森
山
田
が
優
勝

1
・
11	

コ
ロ
ナ
禍
で
上
野
動
物
園
、
葛
西
臨
海

水
族
園
な
ど
当
面
休
業
へ

1
・
12	

体
操
で
五
輪
個
人
総
合
2
連
覇
の
内
村

航
平
選
手
が
現
役
引
退
を
発
表
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ビルメンテナンス会館の
研修室・会議室ご利用案内

当協会会員の方は、下記使用料の半額でご利用いただけます。
研修会、会議、ビルメン商品説明会などに、ぜひご利用ください。

【新型コロナウイルス感染拡大防止のための特記事項】
●館内では常時マスクの着用が必要となります。ご来館

にあたっては、マスクのご持参をお願いいたします。
なお、ご協力いただけない場合は入館をお断りする場
合がございます。予めご了承ください。

●ソーシャルディスタンスを確保した、会場設営をお願い
いたします。ex）長机1台に1名掛け、前後は 2m 程
度距離を空ける。

●各階に設置している消毒液を利用し、手指の消毒を
お願いします。

【下記に該当する方の入館は固くお断りいたします】
●新型コロナウイルス感染症陽性者との濃厚接触がある

方
●同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいらっ

しゃる方
●過去 14 日以内に海外渡航歴のある方、及び上記該当

者と接触がある方。発熱 (37.5°C 以上 )、悪寒、咳、
倦怠感、味覚・嗅覚異常等の症状がある方

プロジェクター 05,500
清掃資機材 8,800
警備資機材 11,000
高圧・特別高圧電気  受変電盤 33,000
研修用模擬分電盤 8,800

■機器使用料（オプション）�(単位:円　税込) ■申込み方法
①事前に利用日の空室状況をご確認下さい。
②希望日の空室状況が確認できましたら、所定の申込用紙

に必要事項をご記入のうえ、Email又は、FAXにてご送付
下さい。

	 お電話だけでの予約は行っておりません。
※所定の申込用紙は協会HPよりダウンロードしていただく

か、FAXにて送付いたします。

■ご予約・問合わせ先
事務局管理課　小沼・箱岩　
Email : kaikan-yoyaku@tokyo-bm.or.jp　TEL : 03-3805-7555　FAX : 03-3805-7550

階 室名 面積（㎡） 定員（名） 9 〜 12 時 13 〜 17 時 9 〜 17 時 時 間 外
１時間当たり

B1 研修室 全室 174 72 24,420 32,560 065,120 08,140

2F 研修室

全室 304 200 47,850 63,800 127,600 15,950

201 120 60 18,810 25,080 050,160 06,270

202 152 80 23,760 31,680 063,360 07,920

3F 研修室

全室 304 200 47,850 63,800 127,600 15,950

301 120 60 18,810 25,080 050,160 06,270

302 152 80 23,760 31,680 063,360 07,920

4F 会議室

全室 204 70 32,010 42,680 85,360 10,670

401 63 20 9,900 13,200 26,400 3,300

402 63 20 9,900 13,200 26,400 3,300

403 78 30 9,900 13,200 26,400 3,300

■使用料一覧� (単位:円　税込)

※定員は、教室型３人掛の場合です。

※機器使用料の割引はございません。
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◎特定の方との気軽な通話やチャット。
スマホは携帯電話ですから、普通に通話ができますが、無料通話
アプリを使えば手軽に通話が楽しめます。また、チャットアプリ
をインストールすれば、仕事でのオンライン会議や友人・家族と
のチャットもできます。

◎グループ通話で、複数の方と同時会話。
一人目に発信し通話状態のまま、「通話を追加」をタップし、二人目に発信。通話状態になったら、
画面から「グループ通話」を選択すると、3 人での会話ができます。この方法で、グループで通話
できる人数を増やせます。

◎相手の顔を見ながら通話。
iPhone 同士では FaceTime を使い、Android 同士や Android と iPhone では Line を使い、
ビデオ通話ができます。声だけではなく相手の表情などもわかるので、コミュニケーションも
深まります。

◎スピーカーフォンを使う。
机などにスマホを置き、通話画面の「スピーカー」をタップすると、
スマホを耳に当てずに通話できます。資料を見ながらやメモを
取りながら通話するのに便利です。

電話・通話アプリ

♫♪
♬簡単な操作で

らくらくマスター”“初級編
（その2）

VOL.2

スマホは、身近なパートナー。いつでもどこでも
お役に立ちます。知って得する

スマホ講座
　毎日の生活にかかせないスマホを、もっと上手に楽しく使い
こなすために。今号では、初級編  ～基本的で便利な使い方～  を
ご紹介します。
※お使いの機種やご契約内容によって、利用できる機能や料金が異なります。
　詳しくはご契約先やメーカーにお問い合わせください。
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◎グループメール（ 同報メール）を送信する。
電話帳（連絡先）を、グループ分けして登録しておきます。
文面を作ったら、送り先のグループを選び、送信。同じ文面
を複数人宛に送信する手間が大きく省けます。
※電話帳をグループ分けするために、アプリを入れる必要が
ある場合もあります。

◎ E メール（PC）、キャリアメール、Web メール、ショートメッセージ
　を使いこなす。

携帯メールのアドレス（アカウント）はもちろん、会社や自宅のメールアカウントをスマホに追加
すれば、いつでもどこでも、自分宛のメールを読むことができ、また返信もできます。相手のアド
レスがわからない場合は、携帯番号からテキストメッセージ（SMS）が送れるので便利です。

◎メールに、写真や書類の添付ができる。
文章をメールで送受信する以外にも、さまざまな情報のやり取りができます。相手に見せたい写真、
商品や場所の写真を送ったり、また長文の文字や図形、表組みの入った書類を PDF（紙上の情報を
保存する電子ファイル）に加工して、送受信もできます。

◎素早く、インターネット検索。
スマホは、手の平に乗るパソコンです。標準搭載の Web ブラ
ウザアプリでインターネットに接続しているので、iPhone で
は「Safari」を使って Web サイトを検索、また Android では

「Chrome」を使って Google 検索ができます。わからないことは、
まずスマホで調べてみるのが解決の早道です。

◎オンライン会議に参加。
コロナ禍でリモート勤務が増えた昨今ですが、リモートでの会議は、スマホでもできます。

「ZOOM」や　「Google Meet」、「Skype」などのアプリを使えば、外出先での参加も可能です。

◎すきま時間に動画を視聴。
ちょっとした空き時間や移動時間に、手元で動画を楽しめます。
まずは定番の「YouTube」アプリが便利、Android では標準
搭載されていますが、iPhone ではインストールが必要です。
また、動画配信アプリ「Netflix」などをインストールすれば、
国内外の TV ドラマや映画などが定額で見放題になります。

◎好きな音楽をダウンロード。
動 画 と 同 じ よ う に、 ア プ リ を 使 い、 音 楽 も 楽 し め ま す。
iPhone では、標準装備のミュージックプレイヤーを、また
Android では、「Spottify」など、無料または定額音楽配信サー
ビス等を使うこともできます。

インターネット

メール
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経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

文：相談員　技術士　坂　康夫

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

　11 月 10 日、品質管理特別オンラインセミナー
として【性能発注契約のための SLA/KPI セミナー】
が開催されました。社内参加も含めると 150 名超
の参加があり盛況でした。またアンケートの回答
では、Q: 参加目的は達成されましたか？の質問に
対し 89% の方が達成できたと答え、また Q: 今後
の事業活動に SLA/KPI(*) は活用できそうですか？
の質問に対し 97% の方が活用できると答えてお
り関心の高さを読み取れました。

　この背景には、2005 年に「設備管理業務にお
ける SLA/KPI 手法の基本的考え方」、2007 年に

「設備管理における性能発注と SLA の基礎知識」、
2008 年に「設備管理における SLA 導入ガイドラ
イン」等々が発行され、10 年以上前から性能発注
方式への移行が関心事となっていました。
　しかし、遅々として普及が進んでいない現状か
ら、その腐心されている企業の方々が聴講された
のだと推察します。

　性能発注方式には、SLA/KPI の導入が必要とさ
れますが、KPI は製造業で品質目標の評価指標と
して以前から採用され品質管理の対象となってい
ました。
　従って、「設備管理における SLA 導入ガイドラ
イン」に説明されている SLA/KPI は「品質管理
を適切に実施できる仕組み」であることから品質
管理を実践することが求められています。
　ここには、性能発注方式⇒ SLA/KPI 導入⇒品質
管理実践が連鎖する関係にあるのです。

　しかし、これまでの性能発注方式および SLA/
KPI に関する文献は、性能発注方式とは、SLA/
KPI とは何かの What to do の説明が主であり、
どのように運用するかの How to do の説明がな
かったのです。
　この How to do を教示してくれるのが【品質
管理】なのです。
　従って、品質管理の理解と実践がなければ、
SLA/KPI を導入して適切な性能発注方式を運用す
ることができないことが分かります。

　ビルメン現場に SLA/KPI を導入することで、ビ
ルメン現場で何をやっているかを見える化でき、
これらの活動を「ビル管理レポート」で報告する
ことにより、性能発注契約をしなくてもビルオー
ナーにとってビルメン現場が見えることから「そ
こまでやっているのか」との評価をいただくこと
ができます。

　従って、先ず性能発注方式を導入する前に、現
状の仕様発注方式で SLA/KPI を導入し、品質管
理を実践されることをお勧めします。

SLA：Service Level Agreement
KPI：Key Performance Indicator

性能発注方式
-SLA/KPI-品質管理
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詳細は当協会事務局（03-3805-7555)　小林、松丸までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

製品情報募集（掲載料無料）

おすすめ
製      品
コーナー ecommended roducts
業務用 自走式床洗浄機 20インチモデル

ケルヒャー ジャパン株式会社　TEL：045-777-7410　HP：https://www.kaercher.com/jp/

BD 50/55 W Classic Bp

　新開発のスクイジーでケルヒャー史上、最高クラスの汚水回収
能力の業務用自走式床洗浄機です。本製品は本体の高さを従来品
と比べ約 20cm 抑えることで視認性を 42% 改善※し、清掃作業
の効率化に留まらず広い範囲での床清掃も可能とし労働生産性
の向上を実現します。
　さらにバッテリーもメンテナンスフリーが標準装備なのでメンテ
ナンスコストと作業者の負担を軽減することが可能です。洗浄場
所に応じて除菌洗浄剤 RM 732 を併用することで高い衛生管理
も確保し、高いコストパフォーマンスを発揮します。

※同社従来品同クラス製品との比較

新開発のスクイジー
クラス最高※の
汚水回収力を実現

『BD 50/55 W Classic Bp』3つの特長
クラス最高の汚水回収 コンパクトな大容量タンク 操作もメンテナンスも簡単

小売店や工場・倉庫内の狭い通路でもお手軽に
洗浄が可能です。55L タンクですがコンパクト。
前方が見やすいので、衝突の危険を軽減。小柄
な方でも安心して使用できます。
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2
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 1 2 3 4 5

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

※1月15日現在で開催
する予定の講習会の
み掲載しております。

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
事
前
に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
講
習
会
の

ペ
ー
ジ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用
申
込
フ
ォ
ー

ム
を
申
込
開
始
時
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号）講習
◉ポンプの実務
（中級編）

◉トイレ清掃
　講習
◉設備と図面の
基礎

◉消防技術実技
　専門教育

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号）講習

◉清掃作業
　従事者研修
　Bコース

◉KYT１日講習 ◉ビルの
　電気設備
　（中級編）

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号）講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(2号）講習

◉保護継電器と
保護協調

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号）講習

4月分講習会
情報公開日(HP)

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース

◉第一種衛生管理者試験対策講習
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3
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
27 28 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1 2

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◉現任警備員
　基本教育講習

◉消防用設備の
基礎知識

◉実践品質
　評価法講習

◉清掃作業
　従事者研修
　指導者講習

◉ビル設備の基礎数学
（電気・熱編）

◉現任警備員
　基本教育講習

◉１から学ぶ
　清掃講習

◉シーケンスの
読み方と実習

5月分講習会
情報公開日(HP)

◉新任警備員教育

◉高圧・特別高圧電気取扱者安全衛生特別教育

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース



2022.2  Network Tokyo 34運転中、スマホ見ないで、まわり見て

FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報委員会　STAFF

■委員長

■委　員

吉　澤　　幸　夫

奥 出　 隆 之

大 嶋　 直 樹

里 見　 貴 弘

鈴 木　 英 司

中 嶋　 徹 治

広報　第589号

令和4年2月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

委員以下五十音順

編
集
後
記

令
和
3
年
12
月
17
日

【 
協　

会 

】

 

・
消
防
技
術
実
技
専
門
教
育
講
習
の
ご
案
内

 

・
明
治
座
観
劇
補
助
事
業
の
ご
案
内

 

・
洗
剤
、
手
指
消
毒
剤
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

注
意
喚
起
ポ
ス
タ
ー
２
枚

 

・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
T
O
K
Y
O
2
0
2
2

出
展
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
の
ご
案
内

 

・
明
治
座
観
劇
補
助
事
業
の
ご
案
内

令
和
4
年
1
月
6
日

【 
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・
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誌
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年
１
月
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短
時
間
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者
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適
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そ
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他
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・
求
人
情
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（
都
立
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南
職
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能
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セ
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ち
ょ
う
ど
1
年
前
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昨
年
2
月
号
も
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後
記
を
書
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せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
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原
稿
は
年
明
け
早
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に
書
い
て
い
ま

す
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2
0
2
2
年
の
元
日
は
昨
年
と
同
じ
く
と
て
も
気
持

ち
の
良
い
快
晴
で
し
た
。
元
日
の
明
治
神
宮
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参
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け
る
こ
と
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同
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で
す
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し
か
し
昨
年
と
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明
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に
違
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が
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ま
し
た
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人
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い
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感
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す
が
に
外
国
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し
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コ
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朝
早
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か
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で
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人
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で
し
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。

　

昨
年
は
、
新
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ビ
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し
か
し
単
純
な
よ
う
で
意
外
と
奥
が
深

く
、
様
々
な
カ
ー
ド
の
組
み
合
わ
せ
や
出
す
順
番
を
考
え
た

り
相
手
と
の
駆
け
引
き
も
重
要
で
す
。
勝
つ
に
は
運
も
知
力

も
フ
ル
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
供
も
大
人
も
関

係
な
し
。
気
を
抜
い
て
い
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
子
供
に
負

け
て
し
ま
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ

な
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
人
気
が
根
強
い
の
も
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
や
り
込
む
ほ
ど（
細
か
い
）ル
ー
ル
や
コ
ツ
を
覚
え
た
り
、

カ
ー
ド
の
種
類
を
増
や
す
こ
と
で
更
に
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

先
日
、
早
速
子
供
を
引
き
連
れ
て
新
し
い
カ
ー
ド
を
買
い
に

行
き
ま
し
た
。
暫
く
こ
の
ブ
ー
ム
は
続
き
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

   （
株
）
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ　

大
嶋　

直
樹
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告　知　板 2022.2　Vol.589
（赤色の太字部分が変更になった箇所)

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

（入会）

株式会社オオケン東京支店 大中　幹夫 107-0052 港区赤坂9-6-26 3403-0405 3479-4289

富士管財株式会社 雑賀　静子 157-0067 世田谷区喜多見9-4-7-412 3488-8222 3488-8833

アイテック阪急阪神株式会社 清水　正明 105-0012 港区芝大門1-9-9　野村不動産芝大門ビル 6740-6000 6740-6014
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